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推薦理由 
本論文は花崗岩帯の冷却速度を調べるためにマイクロパーサイトやパッチパーサイト，ミルメカイトな

どのアルカリ長石のサブソリダス組織を解析した論文である。著者たちは，すでに同様な組織解析をより

シンプルな過程で形成された若い年代の花崗岩体について研究しており，本論文では，これと比較するた

めにより深い場所でより古い時代に貫入した岐阜県土岐花崗岩体を研究対象としている。そして，この岩

体の多数箇所のボーリングコア試料中のパーサイトのラメラ幅とミルメカイトの幅の測定より，岩体深部

および中心部ほど幅が大きくなることを見いだしている。この結果を用いて相対的な冷却速度を推定し、

3次元的な冷却速度分布を求めた。そして，この岩体頭頂部から冷却が進行したことを明らかにした。さ

らに，ホルンブレンド―斜長石温度計や長石温度計を用いて，得られた冷却速度との整合性を検証してい

る。 
 離溶ラメラや反応リムの形成条件からの冷却速度の推定において、実際に測定した例は殆ど無いため，

貴重な報告例である。また，丁寧な岩石・鉱物記載より得られた，組織と化学組成という極めて基礎的な

情報から，珪長質岩体の冷却過程を描き出しており，本論文は鉱物科学会論文賞にふさわしい内容をもっ

たものと判断され，ここに受賞論文候補として推薦する。 
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